
幕
末
外
交
官
岩
瀬
定
貴
公
と
私
（
｛
｝

　
　
　
　
外
交
評
論
家
・
元
外
交
官
　
金
子
　
熊
夫

　
昔
「
国
を
出
て
か
ら
幾
月
ぞ
」
と
い
う

軍
歌
が
あ
っ
た
が
、
私
の
場
合
十
八
歳
で

新
城
を
出
て
か
ら
六
十
五
年
に
な
る
。
そ

の
間
に
村
が
町
に
、
市
に
な
り
、
住
む
人

も
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
「
故

郷
の
山
は
有
難
き
か
な
」
の
気
持
ち
は
変

わ
ら
な
い
。

　
さ
て
、
こ
の
度
新
城
市
文
化
協
会
か
ら

の
ご
依
頼
で
、
拙
文
を
寄
稿
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
新
城

出
身
の
幕
末
外
交
官
・
岩
瀬
古
震
と
、
同

業
者
の
私
自
身
に
つ
い
て
。

　
た
だ
、
同
業
者
と
言
っ
て
も
時
代
背
景

も
、
育
っ
た
環
境
も
全
く
違
う
の
で
、
単

純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
比

較
す
る
こ
と
自
体
大
先
輩
に
失
礼
だ
。
よ

っ
て
、
私
白
身
の
体
験
を
通
じ
て
、
岩
瀬

公
の
再
評
価
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う

よ
う
な
形
で
話
を
進
め
よ
う
。

　
岩
瀬
公
の
こ
と
は
、
新
城
市
民
な
ら
あ

る
程
度
知
識
を
お
持
ち
だ
と
思
う
の
だ
が
、

最
近
東
愛
知
新
聞
の
「
令
和
つ
れ
づ
れ

草
」
と
い
う
私
の
コ
ラ
ム
（
九
月
一
一
十
九

日
付
け
）
で
詳
し
く
論
じ
た
の
で
、
是
非

ご
覧
頂
く
と
し
て
、
と
に
か
く
傑
出
し
た

人
物
で
あ
る
。

　
新
城
出
身
と
い
っ
て
も
、
生
ま
れ
も
育

ち
も
江
戸
で
、
旧
東
郷
村
の
旗
本
設
楽
家

の
三
男
坊
。
実
0
:
は
林
述
斎
（
昌
平
饗
の

校
長
・
大
学
頭
）
の
娘
。
今
流
に
言
え
ば
、

東
大
学
長
の
孫
だ
。
幼
時
か
ら
飛
び
切
り

の
秀
才
で
、
昌
平
妾
の
教
授
時
代
に
、
老

串
阿
部
正
弘
に
抜
擢
さ
れ
幕
府
の
初
代
外

国
奉
行
に
就
任
。
吟
阜
攘
夷
か
開
国
か
で

国
論
が
二
分
す
る
中
、
四
卜
歳
の
時
に
、

米
国
総
領
事
ハ
リ
ス
と
交
渉
し
て
、
日
米

修
好
通
商
条
約
を
調
印
（
１
８
５
８
年
）
。

横
浜
開
港
を
主
導
。
し
か
も
勅
許
を
得
ず

に
条
約
調
印
を
強
行
す
る
と
い
う
大
胆
さ
。

続
い
て
蘭
、
露
、
英
、
仏
と
も
同
様
の
条

約
を
短
時
間
の
・
う
ち
に
調
印
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
好
事
魔
多
し
で
、
将
軍
継

嗣
問
題
で
時
の
大
老
丼
伊
直
弼
と
対
立
し
、

条
約
調
印
直
後
に
左
遷
さ
れ
、
永
驚
居
。

日
米
条
約
批
准
の
た
め
ワ
シ
ン
ト
ン
を
公

式
訪
問
す
る
と
い
う
夢
は
つ
い
に
果
た
せ

ず
、
不
遇
の
ま
ま
四
十
四
歳
で
永
眠
つ
・
－

８
６
１
年
）
。
無
念
の
胸
中
は
察
す
る
に
余

り
あ
る
。

　
そ
の
六
年
後
、
明
治
維
新
に
よ
り
、
薩

摩
藩
や
長
州
藩
を
中
心
と
す
る
明
治
新
政

府
が
誕
生
す
る
と
、
岩
瀬
公
の
よ
う
な
幕

府
官
僚
の
功
績
は
す
べ
て
闇
に
葬
ら
れ
、

長
年
歴
史
に
埋
も
れ
て
き
た
。
た
だ
、
さ

す
が
に
島
崎
藤
村
は
、
小
説
「
夜
明
け

前
」
の
中
で
岩
瀬
公
の
こ
と
を
「
当
代
第

一
級
の
人
物
」
と
太
鼓
判
を
押
し
て
い
る
。

　
歴
史
に
「
も
し
」
は
禁
物
だ
が
、
も
し

学
識
も
教
養
も
あ
る
岩
瀬
公
が
あ
の
ま
ま

要
職
に
留
ま
り
、
日
本
外
交
を
司
っ
て
い

た
な
ら
ば
、
近
代
日
本
は
お
そ
ら
く
全
く

別
の
道
を
歩
み
、
日
米
戦
争
と
い
う
愚
挙

を
犯
さ
ず
、
平
和
な
大
国
と
し
て
は
界
に

重
き
を
な
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
薩
長
中
心

の
明
治
政
府
は
明
ら
か
に
武
断
政
治
的
体

質
か
お
り
、
そ
れ
が
後
の
軍
国
主
義
に
繋

が
っ
た
と
い
え
る
。

　
ち
な
み
に
、
岩
瀬
公
が
心
良
を
注
い
で

交
渉
し
た
通
商
条
約
は
、
明
治
時
代
に
な

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
不
．
ｔ
等
条
約
」
と
し

て
批
判
さ
れ
、
こ
の
条
約
改
正
の
た
め
明

治
政
府
は
、
多
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
ぎ

込
む
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
帝
国
ホ
テ
ル

の
隣
に
、
「
鹿
鴎
餉
」
と
い
う
西
洋
風
の
建

物
を
建
て
、
連
口
熱
尾
服
や
ド
レ
ス
で
着

飾
っ
た
紳
十
淑
女
が
ダ
ン
ス
に
興
じ
た
の

も
、
何
と
か
し
て
西
洋
先
進
国
の
仲
間
入

り
を
し
、
条
約
改
止
に
繋
げ
た
い
と
い
う

涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
表
れ
だ
っ
た
。

　
研
か
に
、
治
外
法
権
（
領
事
裁
判
）
や

関
税
自
主
権
問
題
は
日
本
に
と
っ
て
不
利

で
あ
っ
た
が
、
岩
瀬
公
が
ハ
リ
ス
と
交
渉

し
た
当
時
、
日
本
は
鎖
国
中
で
、
海
外
の

社
会
制
度
を
殆
ど
知
ら
ず
、
長
崎
で
の
対

蘭
貿
易
以
外
、
外
国
貿
易
の
実
務
経
験
も

無
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
誰
よ
り
も
痛
感

し
て
い
た
岩
瀬
公
は
、
ハ
リ
ス
を
「
家
庭

教
師
」
に
し
て
懸
命
に
外
国
事
情
を
勉
強

し
、
条
文
作
成
に
努
め
た
。
当
時
の
交
渉

記
録
や
ハ
リ
ス
の
回
想
録
か
ら
そ
の
こ
と

が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。

　
実
は
公
白
身
が
、
諸
外
国
、
せ
め
て
中

国
の
香
港
、
上
海
や
イ
ン
ド
に
行
っ
て
現

地
状
況
を
自
分
の
目
で
見
て
み
た
い
と
熱

望
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
つ
い
に
叶
わ
な

か
っ
た
。
も
し
彼
が
交
渉
に
先
立
っ
て
、

諸
外
国
を
祖
察
し
て
い
た
な
ら
ば
、
当
然

ハ
リ
ス
が
提
示
し
た
条
約
案
の
不
備
に
気

づ
き
、
ハ
リ
ス
に
修
正
を
求
め
て
い
た
だ

ろ
う
。
或
い
は
、
最
初
か
ら
日
本
側
独
白
‥

の
条
約
案
を
提
示
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に

交
渉
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
条
約
交
渉

で
ど
ち
ら
が
先
に
条
約
草
案
を
出
す
か
は

決
定
的
に
重
要
だ
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す

る
よ
う
に
、
私
白
身
も
実
務
を
通
じ
て
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
岩
瀬
公
の
行
っ
た
外
交
を
正
し

く
評
価
す
る
た
め
に
は
、
当
然
な
が
ら
、

当
時
の
日
本
を
取
り
巻
く
複
雑
な
国
際
情

勢
、
と
り
わ
け
英
仏
露
米
な
ど
列
強
の
ア

ジ
ア
進
出
状
況
と
対
日
外
交
戦
略
を
出
来

る
だ
け
正
確
に
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
、
次
号
で
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
に

す
る
。

○
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
ー
９
３
７
年
新
城
市
川
略
生
ま
れ
。
東
郷
東
小
、

　
東
郷
中
、
新
城
高
、
名
古
屋
大
を
経
て
米
国
ハ

　
ー
バ
ー
ド
大
法
科
大
学
院
卒
。
外
交
官
試
験
合

　
格
。
１
９
６
１
年
外
務
古
人
省
、
約
三
十
年
内

　
外
で
勤
務
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
長
（
代

　
行
）
等
か
」
歴
任
、
大
使
級
で
１
９
８
９
年
退
官
、

　
東
海
大
学
教
授
（
国
際
政
治
？
）
を
経
て
、
坦

　
在
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
研
究
会
会
長
、
外
交
評

　
諭
家
と
し
て
も
活
躍
中
。
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■
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外
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官
　
金
子
　
熊
夫
八

　
前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
岩
瀬
公
の
外

交
官
と
し
て
の
業
績
を
評
価
す
る
た
め
に

は
、
彼
が
日
米
修
好
通
㈹
条
約
交
渉
を
行

っ
た
当
時
の
、
ロ
本
を
取
り
巻
く
国
際
情

勢
と
各
国
の
対
ロ
外
交
戦
略
を
出
来
る
だ

け
正
確
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
当
時
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
英

国
、
フ
ラ
ン
ス
が
西
か
ら
、
ロ
シ
ア
が
北

か
ら
ア
ジ
ア
に
怒
涛
の
よ
う
に
進
出
し
て

い
た
。
と
く
に
イ
ン
ド
全
土
を
植
民
地
化

し
た
大
英
帚
国
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
（
１
８

４
０
Ｑ
４
２
年
）
を
き
っ
か
け
に
中
１

　
（
清
王
朝
）
を
蚕
食
し
、
次
の
進
出
先
と

し
て
日
本
を
虎
視
此
々
と
狽
っ
て
い
た
。

同
国
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
内
俯
に
も
詳
し

く
、
も
し
日
本
が
開
国
に
応
じ
な
け
れ
ば

武
力
制
覇
も
辞
さ
な
い
構
え
だ
っ
た
（
ち

な
み
に
、
現
在
ロ
本
で
人
気
者
の
坂
本
龍

馬
な
ど
は
、
英
国
に
踊
ら
言
れ
て
い
た
可

能
性
か
お
る
）
。
ロ
シ
ア
は
プ
チ
ャ
ー
ー
チ
ン

が
北
海
道
を
中
心
に
日
本
近
海
に
頻
繁
に

出
没
し
、
機
会
を
担
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
へ
、
口
内
事
情
で
出
遅
れ
て
い
た

米
国
が
、
捕
鯨
船
や
貿
易
船
の
寄
港
地
を

求
め
て
ア
ジ
ア
本
牛
洋
に
此
出
し
、
先
ず

目
を
つ
け
た
の
が
「
処
女
地
」
の
日
本
で

あ
る
で
ベ
リ
ー
来
航
（
１
８
５
３
年
）
の

直
前
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
金
鉱
発
見

　
（
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
言
で
西
海
岸
は
賑

わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
先
の
太
平
洋
と
ア

ジ
ア
は
未
知
の
伊
界
で
、
魅
力
的
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
複
数
の
欧
米
列
強
を
前
に
し

て
、
幕
府
首
脳
ぱ
、
今
さ
ら
攘
実
は
非
現

実
的
で
、
開
国
交
渉
に
応
じ
ざ
る
を
得
な

い
と
屠
を
決
め
た
も
の
の
、
さ
て
ど
の
国

と
最
初
に
交
渉
す
る
べ
き
か
で
迷
っ
た
に

違
い
な
い
。
そ
の
時
、
外
国
奉
行
の
岩
瀬

公
は
、
そ
れ
ま
で
に
苦
労
し
て
蒐
巣
し
た

諸
情
報
か
ら
判
断
し
て
、
米
国
を
紐
初
の

相
手
と
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
ま
さ
に
慧

眼
で
あ
り
・
、
正
解
で
あ
っ
た
。
広
大
な
国

土
を
持
つ
米
国
は
、
ア
ジ
ア
で
鎖
上
的
野

心
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
く
、
通
商
を
求
め

て
い
た
。
ハ
リ
ス
の
交
渉
記
録
か
ら
も
そ

れ
は
読
み
取
れ
る
。
。

　
も
し
日
本
が
、
米
国
で
は
な
く
、
最
も

早
く
か
ら
対
日
進
出
を
狙
い
、
薩
摩
藩
な

ど
に
良
い
込
ん
で
い
た
イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ

ア
を
最
初
の
交
渉
柏
手
に
選
ん
で
い
た
ら
、

お
そ
ら
く
日
本
は
も
っ
と
不
利
な
条
件
で

開
国
吉
せ
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
外
交
上
の
初
斯
判
断
は
、
交

渉
担
当
者
以
外
に
は
分
か
ら
ぬ
む
の
で
、

公
文
書
に
も
記
録
吉
れ
て
い
な
い
場
合
が

多
い
が
、
服
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と

一 一 -

は
、
私
白
身
の
経
験
か
ら
断
言
で
き
る
。

　
こ
こ
か
ら
私
自
身
の
外
交
官
と
し
て
の

仕
事
の
貼
に
な
る
が
、
そ
の
前
に
、
ご
く

簡
単
に
私
の
外
務
省
に
お
け
る
経
歴
に
触

れ
て
お
く
。
私
は
、
１
９
６
１
年
人
吉
後

最
初
に
米
ヨ
で
、
続
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
最
盛
期
の
南
ベ
ト
ナ
ム
で
勤
務
。
そ
の

後
本
宵
で
様
々
な
部
首
を
経
験
し
た
後
、

科
学
技
衛
や
環
滝
問
題
を
担
当
し
た
。
当

二
心
日
本
国
内
で
は
、
水
俣
病
な
ど
の
「
公

　
害
一
問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
重
大
な
社

　
会
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
日
の
よ
う

　
な
地
球
県
境
問
題
（
気
候
変
動
・
温
暖
化

　
問
題
は
そ
の
典
型
）
と
い
う
意
識
は
全
く

　
な
か
っ
た
。

　
　
そ
こ
で
、
私
は
「
公
害
か
ら
塵
境
へ
」

　
の
意
識
革
命
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
一
か
け

　
が
え
の
な
い
地
球
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ー
ガ
ン

　
を
自
ら
則
案
し
て
、
地
球
レ
ベ
ル
の
環
境

’
問
題
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
環
境
庁
（
現

　
在
の
塵
境
宵
）
の
創
設
に
も
主
導
的
な
役

乙
訓
を
果
た
し
た
。
そ
の
延
長
線
上
で
、
さ

　
ら
に
４
竿
竹
国
連
に
出
向
し
、
ブ
ロ
ー
バ

ー
ル
な
環
境
外
交
を
展
開
し
た
。
最
後
は
、

　
バ
ン
コ
ク
を
拠
点
に
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ

　
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の
ア
ジ
ア
水
牛
洋
地
域
代
表
を

務
め
た
（
こ
れ
ら
の
話
は
他
日
に
譲
る
）
。

　
　
と
こ
ろ
が
国
連
勤
務
巾
に
、
突
如
第
四

　
次
中
東
戦
争
が
起
こ
り
、
そ
れ
を
契
機
に

＼
石
油
危
機
（
１
９
７
・
３
年
）
が
突
発
、
世

　
界
情
勢
が
、
変
し
た
。
と
く
に
中
東
石
油

　
へ
の
依
存
度
が
高
か
っ
・
た
に
本
の
ダ
メ
ー

　
ジ
は
大
き
く
、
こ
の
時
ほ
ど
無
資
源
国
の
、

悲
哀
を
昧
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
結

果
、
「
石
油
か
ら
原
子
力
の
時
代
一
に
な
り
、

本
省
に
。
仄
っ
た
私
は
、
初
代
の
原
子
力
胴

長
に
就
任
。
そ
し
て
、
諸
外
国
と
の
原
子

力
協
定
改
正
交
渉
と
い
う
大
役
を
桐
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　
資
源
の
な
い
ロ
本
は
、
カ
ナ
ダ
、
米
、

豪
州
な
ど
か
ら
ウ
ラ
ン
燃
料
を
買
い
、
核

燃
料
の
碍
処
理
を
焼
、
仏
に
委
託
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
国
と
協
定

　
（
条
約
）
を
結
ぶ
郷
要
が
あ
っ
た
が
、
い

ず
れ
と
も
厄
介
な
問
題
が
あ
っ
・
た
。
と
く

に
米
国
は
、
登
毎
日
に
々
の
力
Ｉ
タ
ー
政
権

が
厳
し
い
核
不
拡
散
政
策
を
採
用
し
て
お

り
、
態
度
が
最
も
固
い
。
し
か
も
外
交
・
Ｕ

や
専
門
家
の
膀
が
厚
く
、
ベ
テ
ラ
ン
揃
い

で
手
ご
わ
い
交
渉
柏
手
だ
。

　
そ
こ
で
、
私
は
色
々
研
究
し
、
打
診
し

た
結
果
、
一
番
御
し
や
す
い
と
判
断
し
た

豪
州
か
ら
協
定
交
渉
を
始
め
、
そ
こ
で
経

験
を
重
ね
な
が
ら
、
次
に
カ
ナ
ダ
、
最
後

に
米
国
と
交
渉
を
行
っ
た
。
交
渉
が
失
敗

す
れ
ば
ウ
ラ
ン
燃
料
の
輸
入
が
削
ま
り
・
、

日
本
の
電
力
・
子
不
ル
ギ
ー
状
況
は
ピ
ン

チ
に
陥
る
。
し
か
し
相
手
は
、
目
本
の
・
原

子
力
平
和
和
司
が
田
・
事
転
用
さ
れ
る
こ
と

を
懸
念
し
て
、
様
々
な
制
約
を
か
け
て
く

る
。
そ
こ
を
何
と
か
切
り
抜
け
、
足
か
け

1
0
年
に
及
ぶ
難
交
渉
の
末
よ
う
や
く
妥
結

詳
し
く
念
［
く
余
裕
は
な
い
の
で
詳
細
は
省

く
が
、
戦
後
の
日
米
交
渉
の
中
で
も
最
も

厳
し
い
交
渉
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。

（
続
く
）
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幕
末
外
交
官
岩
瀬
・
瓦
貴
公
と
私
（
三
）
．
づ

外
交
評
論
家
・
元
外
交
官
　
金
子
　
熊
夫

　
岩
瀬
忠
言
公
の
波
瀾
の
生
涯
と
私
自
身

の
拙
い
半
生
を
振
り
返
っ
て
つ
く
づ
く
思

う
の
は
、
外
交
官
と
い
う
職
業
の
廠
し
さ
、

非
情
さ
で
あ
る
。

　
特
に
虫
腹
公
の
場
合
、
幕
末
の
激
動
期

に
、
乏
し
い
海
外
情
報
し
か
な
い
中
で
、

大
国
ア
メ
リ
カ
の
初
代
領
事
ハ
リ
ス
と
渡

り
合
い
、
超
人
的
な
奮
闘
努
力
に
よ
り
、

比
較
的
短
時
間
で
日
米
修
好
通
商
条
約
を

纏
め
上
げ
、
続
い
て
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
と
も
同
種
条
約
を

結
ぶ
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

　
そ
れ
な
の
に
、
将
軍
継
嗣
問
題
と
い
う

国
内
の
派
閥
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
紀
州

浜
の
大
岩
井
伊
直
弼
に
よ
っ
て
左
遷
さ
れ

　
（
安
政
の
大
獄
≒
水
星
居
の
不
遇
の
ま
ま
、

僅
か
4
4
歳
で
他
界
。
条
約
批
冷
害
交
換
の

た
め
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
れ
る
夢
も
か
な
わ

ず
、
無
念
の
胸
中
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

　
し
か
も
、
そ
の
数
年
後
に
誕
生
し
た
薩

長
主
導
の
明
治
新
政
府
１
そ
の
多
く
は

元
々
頑
迷
な
攘
夷
論
者
だ
っ
た
ー
は
、
忠

雲
公
の
よ
う
な
間
刺
激
の
幕
臣
の
業
績
を

こ
と
ご
と
く
無
視
し
、
間
居
は
自
分
た
ち

の
手
柄
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
歴
史
を
書

き
換
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
忠
言

公
に
つ
い
て
は
、
「
横
浜
開
港
の
恩
人
」
と

い
う
点
を
除
い
て
、
そ
の
偉
業
は
一
般
国

民
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
（
だ

か
ら
こ
そ
、
よ
う
や
く
近
年
に
至
り
、
新

城
市
な
ど
の
有
志
に
よ
り
熱
心
な
顕
彰
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
）
。

　
他
方
、
私
の
場
合
、
前
回
詳
し
く
触
れ

た
よ
う
に
、
4
2
設
で
外
務
本
省
の
初
代
原

子
力
課
長
に
抜
擢
さ
れ
、
米
国
等
と
の
原

子
力
協
定
改
定
交
渉
と
い
う
重
要
な
、
し
・

か
し
極
め
て
困
難
な
仕
事
と
取
組
み
、
骨

身
を
削
る
思
い
を
し
た
。

　
　
勿
論
私
の
時
代
と
幕
末
と
で
は
、
客
観

的
状
況
が
あ
ら
ゆ
る
点
て
大
き
く
異
な
る

の
で
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
成
し
遂
げ
た
業
績
が
、
後
日
必
ず

し
も
国
内
的
に
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
て
、
共
通
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　
　
つ
ま
り
、
私
の
場
合
、
忠
言
公
の
よ
う

　
に
国
内
の
派
閥
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

　
左
遷
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
一
連

　
の
条
約
交
渉
の
大
仕
事
を
立
派
に
や
り
遂

　
げ
て
、
や
れ
や
れ
、
こ
れ
で
目
本
の
原
子

　
力
発
電
事
業
は
、
国
際
法
上
の
確
固
た
る

　
基
盤
を
得
て
、
後
顧
の
憂
い
な
く
、
思
う

　
存
分
発
展
し
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

　
障
と
国
力
増
強
に
貢
献
で
き
る
状
況
に
な

　
っ
た
、
あ
と
は
電
力
会
社
の
経
営
陣
や
専

　
門
宗
、
技
術
者
た
ち
の
努
力
を
待
つ
の
み

ー
と
思
っ
て
い
た
そ
の
矢
先
に
、
様
々
な

　
技
術
的
な
ト
ラ
ブ
ル
や
不
祥
事
（
事
故
隠

　
し
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん
な
ど
）
が
頻
発
。
さ

　
ら
に
、
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震

兄

_．

災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
と
い
う
、
全
く
予
想
も
し
な
か

っ
た
大
事
故
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

日
本
の
原
子
力
は
壊
滅
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
、
す
っ
か
り
国
民
的
信
頼
を
失
い
、

い
ま
や
「
反
原
発
」
の
猛
烈
な
逆
風
の
中

で
、
瀕
死
の
状
態
に
喘
い
で
い
る
。

　
福
島
原
発
事
故
は
不
可
抗
力
的
な
側
面

が
あ
り
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
だ
が
、

も
し
こ
の
ま
ま
日
本
の
原
子
力
が
衰
退
し
、

い
ず
れ
消
滅
し
て
し
ま
う
と
す
れ
ば
、
今

ま
で
の
必
死
の
努
力
は
何
だ
っ
た
の
か
。

個
人
的
な
気
持
ち
を
率
直
に
言
え
ば
、
残

念
無
念
で
あ
り
、
一
抹
の
虚
し
さ
を
禁
じ

得
な
い
。

　
考
え
て
み
れ
ば
、
外
交
官
と
い
う
職
業

は
因
果
な
む
の
で
、
う
ま
く
行
っ
て
当
た

り
前
。
そ
の
業
績
が
衰
に
出
る
こ
と
は
少

な
く
、
国
民
に
広
く
知
ら
れ
、
感
謝
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
実
際
に
外

交
官
は
つ
ら
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
昔
の
日
露
戦

争
の
時
の
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
分
か
る
だ

ろ
う
。
日
本
海
海
戦
や
奉
天
会
戦
で
の
勝

利
に
酔
っ
た
国
民
は
、
本
当
は
日
本
の
財

政
が
ぎ
り
ぎ
り
底
を
突
い
て
い
て
、
こ
れ

以
上
戦
え
な
い
状
態
に
あ
っ

た
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
ポ
ー

ツ
マ
ス
講
和
条
約
で
ロ
シ
ア

か
ら
賠
償
金
や
遼
東
半
島
の

利
権
等
を
取
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
不
満
と
し
て
条
約
反
対

を
叫
び
、
全
国
で
抗
議
集
会

を
開
き
、
東
京
・
日
比
谷
公

園
で
焼
き
討
ち
事
件
を
起
こ

し
た
り
し
た
。

　
国
民
は
、
日
本
の
首
席
全
極
小
打
身
太

郎
外
相
が
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
ど
れ
だ
け
苦
労

し
た
か
全
く
理
解
せ
ず
、
罵
倒
し
た
。

　
つ
い
で
に
言
え
ば
、
太
平
洋
戦
争
開
戦

を
回
避
し
よ
う
と
必
死
に
対
米
交
渉
に
当

た
っ
た
当
時
の
外
交
官
の
苦
労
等
も
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
宍
見
華
や
か
に
見

え
る
が
、
外
交
官
と
い
う
職
業
は
、
実
際

に
は
か
な
り
ハ
ー
ド
な
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
在
の
激
烈
な
賑
賑
環
境
下

で
、
日
本
の
よ
う
に
憲
法
で
手
足
を
縛
ら

れ
た
国
が
、
核
ミ
サ
イ
ル
を
大
量
に
待
っ

た
国
と
互
角
に
付
き
合
っ
て
行
く
た
め
に

は
、
外
交
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
極
め
て

大
き
く
、
そ
れ
を
担
う
外
交
官
の
責
任
は

重
い
。
愛
知
県
三
河
か
ら
も
、
今
後
一
人

で
も
多
く
の
有
能
な
若
者
が
外
交
の
遂
に

進
ん
で
ほ
し
い
。
そ
れ
が
泉
下
の
忠
言
公

の
希
望
で
あ
る
と
恩
う
し
、
及
ば
ず
な
が

ら
私
自
身
の
切
な
る
願
い
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

論
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
フ
年
新
城
市
川
路
生
ま
れ
。
米
国
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
大
学
院
卒
。
外
務
省
人
畜
、
日
本
国
際

問
題
研
究
所
長
代
行
、
東
海
大
学
教
授
等
を
歴
任
。

現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
研
究
会
会
長
他
。

設楽原歴史資料館前に建つ

　　岩瀬忠農公像と筆者
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